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させる展望を見い出せるのではないたろうか。

最期尻，民宿での聴きとり匠よる，子浦の封建的なごりvcっいてだが，例えば， 「若衆制度」，

や漁業に於ける「船子と船主との関係」はた とえ「 基本的↓ては人的関係云々…」と云われている現

在でもそれらの諸制度のなどりが残っているのではないかと 思われる。西子浦では必ず 1時間交替

して冬の夜回りが行なわれ．その時間代は狂いがない。 多分以前匠大火4}を起こしたか，隣家ど うし

ヒー；シが合わさる程建てこんでいるので火災に至ら しめない為であろう。 そして確実な夜回りは，

村の仲間のつながりの認さを示すもの と思うが，村の仲間意識が封建的な関係から民王的な支え合

いの関係迄発展 しているものかどうかは解らない。もちろん，これは推測の城を出ない。 事実の孤

付けがハッキリしたものは，他と同様に，長期の調査代よる しかない。

甲府市の都市気 候

学部 4H 細田 浩

まえがき

毎年十数回の現地研究が行なわれている。われわれはもちろん希望すれば，どれ妬も参加するこ

とができるわけだが，実除には卒業するま ire3回程度の人が多いらしい。現地研究が主に1木暇中陀

集中 して行なわれるため，又研究の内容や対象 とする場所の都合で参加人数が限られてしまうため

妬，希望する現地研究に行けなかつたという経験は，筆者も一度ならず持つている。

さて，今日は 19 6 8年 6月匠甲府で行なわれた都市気候調査の現・地研究（吉野正敏教授指導）

尾残念ながら参加できなかった学部の諾君陀，あるいはこれから専門課程匠進む教養部の諸君に，

遅ればせながら誌上で現地研究妬参加して頂食たいと思いペンを取った；

甲府市の現地研究

甲府の都市気候の視地研究に参加する学生は，吉野先生の地学実験を股修 した（あるいは現在受

けつつある） もの代限られる。これは気象 ・気候の調査に必妥な，アスマン乾泣計の扱い方，風向

・風速計の扱い方，及びその結果の表わ し方等を地学実験の授業で行うためである。現地研究はそ

の延長として，投業中匠マスクーした技術を使つて実除の地域の気候なり，気象な りを観測し，ま

とめ（ 凶示） ，解読する作業を行う。では甲府の都市気候の肋査に出発しよ う。
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中府市は人口約 17万人，中府盆地の北部妬位置を占める。山腹のかなり上の方ま でプドウを王

とした果樹園が広がり，下は市周辺の住宅街陀〈い込んでいる様は，II甲府フ・ドウ ’'の名を思い出

させる。さてわれわれが， この甲府市を都市気1廊以視測地と して選んだのは次の塚な理由匠よるっ

(1) 周囲を山岳に囲まれた盆地地形であり典型的な内陸気候が誌められる。すなわち気温の日孜

差，年咬差が大きく雨煽が少ないことで全国的匠有名である。

{2J 盆地内妬は甲府市以外尻目立つた都市がな〈（県内の他の六市はいずれも南星都市的なもの

である。）市内と市外との境界が比較的はつきりしている。

（3) 戦後，甲府市は周囲牒村の人口を吸収しつつ急速tて発展した。人口は記和 10年～20年の

厄ぽ 2倍陀まで現在脹れあがり，中府駅中心は高）習ピル街が完成し，甲州街道をはじめとする道路

の交通鐙も増大して都市気候を観察するの妬充分な都市の条件を備えている。

都市気候たついては，小気條関係の著柑侭詳 しく 戚つているので， ここでは簡単代述べる。都市

が拮j辺部代比べて一般に高混，低湿である ことは知られている。雲訊，降雨が多く ， 日射は少ない

傾向冗ある。風VC．ついても微妙な影答を与えるといわれているが，これらについての日本・諸外国

での紐告は未だ研究の余地を残 している。われわれは気温，温度，風の制器を携えているので，こ

れらの気挨要素の形態や相互の関係を，分布図，アインプレス，その他の表匠描いて考察するわけ

である。

観測の方法

現地研究のたび陀お世話尻なつている山梨大学の陸上で器差の制定をする。同じ条件下でも測器

によりいくらかの誤差があり，各測器を平均（直に補正すぺ くそれぞれの誤差の値を求める。

都市気候の調査匠は，定点観測と移動観測が適 した調査方法である。前者はある地点に百葉箱な

どを的いて長時関の連続観測をするものであり，季節変化，天イ院状態，風向風返に応じた差異を知

るの匠便利である。われわれはアスマン乾澁計と風向風速計を一対と して 3~5地点忙設置した。

地点は地形を考恩して市の中心部，市の北部山裾，市の南部郊外陀砥ぽー直線上にある よう匠決定

した。定点観測の結果はアイソプレスtてよつて概観する。

後者尻は 2通りの方法がある。その 1はアス マン乾湿計を使い 6グループに分れて，決められた

時間内VC1グループ 10地点，計る 0地点の観測を行なうものである。 これには多くの人数と測器

が必要とされ交通の不使な とこるでは不可能であるが，同一時閲内妬多 くの地点を調ぺることがで

きる。その 2は，自動車匠測器（サミ スクーを使用 ）を取りつけて8O~ 8 5(/_)地点を観測する方

法である。この場合，送）乱が自然侭行なわれるよう忙，速度を2OKm/ hぐらいに保つ。従つて案
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外時間がかかつてしまい大都市では不可能であるっ しかし3~4人で絞測でき，百動車（測器）

を同時尻数台使えば理想的な観測ができるので，最近はこの方法がよく利用されているようであ

る。調査法匠ついても詳しい成書があるので，ここでは我々のとつた方法してついてのみ記述した。

移動観測結果は，分布固匠よつて概観する。

6月7日19時，いよい よ観測妬出発。前述の 3カ所陀定点をもうけ，サミスクーを載せた車

1台，アスマンを持つた移動班 6班という構成で俵剃する。車は細い路地陀は入れない し， 道路

に沿つて観測するので，アスマ ンの移動班とは観測地点を別に設けた。携帯品は祖IJ器，観測地点

を記した甲府市の地図 (1万分の 1)箪記用具，懐中電燈，雨具，それ沢時計も忘れてはならな

い。 19時 0分から観測する場合， 5分前尻は最初の観測地点忙行って待殺しなければならない。

サーミスクー ・自動車班は， 1分おぎぐらい匠地点を調ぺ， 観測 し，時刻を記入するので忙しい。

大郡自動車の後は，排気のため昇温するから気をつける。車の衷動で測器の針が揺れる等々も…。

アスマンの移動班はかなりの距離を歩く。親測地点付近尻熱機関や，他の影響物がないかを確か

める。好奇心でのぞき込むオ、ジさん達への応対やら，市中ではハプニング的な出来事が多い。定

点では 1時間半～ 2時間の間， 1分間毎Vて観側地を記録するのたから，これも楽ではない。記録

したノート 妬は，年月日 ・測器番号 。観測者氏名 ・天候 。時刻。その他天候の変化・測器の状態

・周囲の状況なども記してお〈。多人数での観測ではこのこ とを怠ると結果をま とめるの代支障

をきたす。・観測日の新聞，天気図なども切りとつておくとよい。 6月8日13時 3D分～ 15時

0分は前日と同じ方法で，又6月9日10時20分～ 12時 0分は定点を 5たし， 移動観測はサ

ーミ スターのみで行なった。

結果 と 考察

I) 6月7日19時0分～20時 0分睛北北西の風．乎均風速 4.7 m/s 

aアス マンによる気湿分布凶 市内と市外では 2℃の気福差が認められる。高混城ではぽぽ

甲府市全体を板つているが，特に甲州街道妃沿つて束に延びた部分と，風によつて風1`・（市の南

部）にズレた高温城の存在力認められる。

a't_tミスクーによる気混分布図 （図1)市内外の気曲産は0.5~ 1℃である。認菰域は風下に

ス・レており，等湿線は風上が密となつている。都市為温の気品分布の形態は明眼である。

糾アスマン代よる溢度分布屈 分布図（て よれば市の南部が！乱燥 している。しかし杓対湿桟は空

気中の水蒸気巌が同じであれは高温なほど 1氏湿となるので，気源分布図 と比敗 しつつ検討する こ

とが有効である。
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b 風 9 C分間の平均風速で4.7 m/ s 0 

これは天気図たよると太平洋北部に低気圧がありその彩牲によるものである。夜間は北～北西の

：乱が卓起する ことが多い。それは北方局辺匠山岳をひかえた甲府市沢山風が吹き降らすためと考

えてよい。

Li) 6月8日13時 30分～ 15時 0分快賭山北也風1.9 m/s 

a 気温分布図 市内外の気温差は 2.5q~ 3℃である。市内はほぽ 26℃以上の値を示して

9のるが，市の風上側（北山部） では等協線が密妬なり，北西から吹き込んだ風が都市で急速尻昇

温することを示している。都市の内部では甲府駅から中央通りのピル街iてかけての都市中心部が

蒻温域を示しており，市のやゃ外れ妬あたる南東部の高曲域は風下vcあたる こと妬注意したい。

b 湿度分布図 市中は 20 ~ 2 5茄の等幽度線陀よつて囲まれており，むろん市外と比べ

て乾いている。気温分布図と比較してわかることは，気湿は 1.9m/sの風↓，（よつて）乱上では等渦

唸が租になり風；てよる影窃が明瞭であるが，そのような彩沿iは湿度分布図にはな〈，iただ市の南

訊 i(！氣下にあたる）は一帯匠低湿である。市内外の漉農差は約 1.,o%である。北端＇う山麓では

1 0 %の謁湿部が見られる。 これは気温分布図の低混部ではないから，，絶対湿度が雇いことを示

している。水田や樹木，｝母辺部山碑の影淫等がその貯由として考えられる。

c )羹し VI'Ni、f 1.9m/sである。これまでの記緑代よれば，昼間は'SWの風が多く，盆地内

から山岳へ向つプ谷）風が卓越すると考えられていた。このWNWの風は帆気圧の彩禄＇ーである と考

ク！じ、 ●ヽ •l ，ら。

:Li) 6月9日 1 D時 u分～ 12待 0分 賭 0. 6 5 rn/sの嵐，凪向は一定せず既して西方向が

多い。

a 気視分術区1 この分布図陀•おいて特印的な ことは風速が小さい こと ， 徒つて風向が一方

向して定百ら ないこと ， •そして観祖1」時閏が午酌中だということである。市中はほぽ 2 4℃の等温線

： •,こよつて市外と込別さ れるし市内外の気混差は 5 ℃であり，筈温線はほぽ同心円であるが，わず

か沢点街）iてス・レて山麓！て押 しつけられた形となつている。

b アイソプレス アイソプレスは縦軸！re:時間をとり，横詞妬観測地点を とる。この定点の

闊隔は実踪の定点間の距離を縮尺したものである。また各地点はほぽー直緑上た位虹し，その方

向はNNW-S Sじである。ア イソプレスの等湿線が枷陀走る時は時間的変化を表わ し，蔽に走

る時は地戎的変化を視わしている。このア イソプレスは午前中の都市内外の気温上昇の状態を示
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している。気混はむろん時間を追つて上昇 している。地点 2.4（都市の中心） l疋 11時すぎから

縦の等高線が見られる これは都市の中心がこの時間から急返妬昇温する こと を示している。

1 D時 3D分以前の都心は，郊外よりも低温であり，午前 11時 0分頃市内外の差温は筏茂等し

くなり，それ以前は市中が低くそれ以後は市中が高い。市中は 11時過ぎ匠昇混の度合が著 しく

大きくなる。すなわち都市は温まり方が遅く ， 日の出後 6~7時間たつと著るしく昇混する。

c 風 午後から夜間匠かけて，甲府市では 1~2m/sの風速が多いが， この場合は0.6 5 

ln/sである。理由は観測時間が午前中であり，． 禾だ都市，山岳か昇温しないので気温差による風

の発生を見ることができない状態であると考えらがる。

全体の比較

6月7日， 8日， 9日の諸条件とサミスクーによる観測結果をさとめた表は下の追りである。

口
l 

時 風速m/s 天気

. 7 ! 1 9 : 4 5 4. 7 睛れ

8 1 4 : 3 0 1. 9 袂賭

， 1 1 : 1 0 0. 6 5 快贈

上表で時間的条件を保留してみれば（後に考察する）風速が大きくなるほど，気温差は小さく

なることがわかる。デークが少いので詳細な値を出すことは懸念されるが，両者は 5m/s以下で

は，ほぽ反比例の状態にある。アスマンVCよる観祖り結果は下の通りである。

1 9 6 9. 6. 7 

し
1 9 : 4 5 

8
 
1 4 : 3 0 

嵐速1n/s

仏．7

/, 9 

天気

賭れ

快賄

これ妬よれば夜間より昼間の方が，風速は小さい方が，雲載は少ない方が都市と郊外との温度差

は明瞭にでる。サーミ スター妬よる結果でも夜間よりも昼間の方が気湿差は大きい。
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湿度の比較表は下の通り である。

i ．~̀ー\・＼~  ~~‘ヽ il 時 風速m/s 天気 I市内湿度 I市外湿度I湿度差
1 9 6 9. 6. 7 1 9 : 4 5 4. 7 晴れ I 3 o % I 4 3 % I 1 3~1 a劣

8 1 4 : 3 0 1. 9 快哨 1 6伶 2 5佑 11 0~1 5伶
I-

市内 ・外とも昼間の方が乾いているのは当然だが，市内外の差は夜間の方が大食い。これは周辺

部が若しく気温が下がり，部市と比べて多湿となると考えられる。いずれにしても東京で市内外

の差が 4% (1 9 3 5年）という値と比べると， 1 0 %以上の滉度差は，甲府の地形的特徴た起

凶するものと考えられる。

以上6月妬行った甲府市の都市気候の結果を非常匹未熟な形ではあるか，考察してきたが，妓

後尻今回の現地研究以外の結朱なども考慮しつつ，諸要素相互の関連や甲府市の特徴について大

をか匠まとめてみる。

甲府市は日校差が大きい。アイソプレス妬よれば，午前中陀周辺部の気混上昇が認められ，正

午近〈妬なると市中心部が急上昇し，一日の妓高湿度を記録すると周辺部から冷えてゆ く。これ

は都市が湿まり代〈くさめ妬くい，つまり熱容醤が大ぎいことを示しているように思われる。

そして風は昼間は盆地から市中 ・山地へ卓越する。夜閤は市中高温市外低混のま ま気混は下

がり続け，風は山地より都市，盆地に向つて卓越する。 これらの現象は裳最の少ない時に顕著と

なる。

以上の結果から夜間の都市気温はさめ代 〈いこと尻大きく 関係 し 昼間のそれは都市と周辺部

との昇湿率の差に明瞭に現われるといえる。

あとがき

昼の観祖1！結果を夜ま とめ，夜の観測結果を朝ま とめ 3日間のスケ・；；ユールはまたた＜間にこな

された。吉野先生の現地研究はキピ・ンイという噂が巷に流れている。それは気族調査た於ける時

間の重要さを示 している。今回の結果をまとめて，気候調査では，スケ・；；ユールをたてる段階で

すで に研究は始まつていると痛感 した。現地研究では， 観測 • まとめ ・ 解説を限られた日時の う

ち代行なうのである。 しかし3日間の「集中授業」で得たものの醤た気ずいた時，あらためて現

地研究の意味を思い知らされる。

まずは実除vc皆さんに参加して］負いて， 次号の現地研究の報告を楽しみた待ちたいと思います。
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